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校
長 

 

仲
本 

孝
幸 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

臨
時
一
斉
休
講
に
よ
っ
て
昨
年
度

は
実
施
で
き
な
か
っ
た
入
学
式
を

今
年
度
は
四
月
一
二
日
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

来
賓
の
方
々
に
は
御
案
内
を
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
農
大
側
の

職
員
も
全
員
参
加
と
い
う
こ
と
は

か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
担
い

手
養
成
科
四
〇
名
、
技
術
研
修
科

九
名
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
学
生
と 

頼
も
し
い
研
修
生
を
迎
え
、
農
業

大
学
校
に
春
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。 

さ
て
、
里
山
で
は
よ
く
見
か
け

る
「
竹
」
に
は
「
節
」
が
あ
る
か

ら
縦
に
も
横
に
も
強
い
の
だ
そ
う

で
す
。
我
々
の
生
活
な
ど
も
同
じ

で
「
節
目
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

強
い
人
間
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

農
業
大
学
校
も
社
会
の
情
勢
や

荒
波
に
負
け
な
い
「
節
」
の
あ
る

強
い
人
材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
今
年
度
も
御
指
導
、
御
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

                 

農
業
生
産
現
場
の
現
状
や
先
進

的
な
取
り
組
み
に
触
れ
、
香
川
県

農
業
の
持
つ
可
能
性
の
広
さ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
一
年

生
を
対
象
に
県
内
現
地
研
修
を
行

い
ま
し
た
。 

 

株
式
会
社
蒼
の
ダ
イ
ヤ
の
細
川

社
長
か
ら
、
法
人
設
立
の
経
緯
や

経
営
概
要
、
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

多
度
津
町
見
立
の
加
工
場
と
、
瀬

戸
内
海
を
見
渡
せ
る
素
晴
ら
し
い

景
観
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
圃
場
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ

リ
ー
ブ
栽
培
と
そ
れ
を
通
じ
て
地
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 域
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
熱
い
思

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
そ
の
他
、
落
成
し
た
ば
か
り
の
府

中
果
樹
研
究
所
で
は
香
川
県
の
果

樹
栽
培
を
け
ん
引
す
る
果
樹
研
究

の
最
前
線
に
、
ま
た
、
高
松
盆
栽

の
郷
で
は
苔
玉
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
盆
栽
の
魅
力
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

令
和
三
年
一
月
一
五
日
に
校
内

卒
業
論
文
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

二
年
生
は
、
専
攻
実
習
を
通
し
て

自
ら
課
題
を
設
定
し
、
課
題
解
決

の
た
め
に
調
査
研
究
し
た
結
果
を

取
り
ま
と
め
て
発
表
に
臨
み
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
持
ち
時
間
の
中
で
、

研
究
成
果
や
問
題
点
、
生
産
現
場

で
の
実
用
性
な
ど
を
整
理
し
て
伝

え
よ
う
と
す
る
苦
心
の
跡
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
一
年
生
も
発
表
の
進

行
役
と
し
て
活
躍
し
、
来
年
度
に

向
け
て
発
表
の
場
を
経
験
し
ま
し

た
。 生

徒
も
含
め
た
出
席
者
に
よ
る

採
点
の
結
果
、
優
秀
者
は
次
の
六

名
と
な
り
ま
し
た
。 

果
樹
園
芸 

石
川 

さ
つ
き 

畜 
 

産 

杉
山 

龍
優 

花
き
園
芸 

三
浦 

綺
華 

野
菜
園
芸 

山
地 

亮
馬 

造
園
緑
化 

平
尾 

知
樹 

果
樹
園
芸 

高
尾 

耕
大 

                 

大
西 

健
太
さ
ん 

（
観
音
寺
・
三
豊
支
部
） 

       

私
は
、
実
家
が
キ
ク
を
栽
培
し

て
お
り
、
ま
た
、
祖
父
が
香
川
農

大
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
縁

で
、「
花
き
コ
ー
ス
」
に
入
学
し
ま

し
た
。 農

大
で
の
実
習
で
は
、
一
年
生

の
時
に
綾
川
町
の
キ
ク
栽
培
農
家

へ
行
き
、
自
分
の
家
と
は
違
う
栽

培
技
術
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

キ
ク
栽
培
の
奥
深
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
上
に
、
一
年
に
一
度
開

催
さ
れ
る
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
初
め
て
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
会
場
で
は
、

人
当
た
り
の
良
さ
そ
う
な
方
々
に

対
し
て
、
叩
き
売
り
の
よ
う
な
調

子
で
対
応
し
た
の
が
う
け
て
、
た

く
さ
ん
花
を
販
売
し
た
の
に
、
な

ぜ
か
先
生
に
叱
ら
れ
た
こ
と
も
、

今
で
は
い
い
思
い
出
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

二
年
生
の
時
に
は
、
九
州
の
農

業
大
学
校
へ
の
視
察
旅
行
が
あ
り
、

現
地
の
農
大
生
と
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
論
に
関

す
る
専
攻
実
習
で
は
、
ま
た
別
の

キ
ク
栽
培
農
家
に
伺
い
、
週
の
半

分
を
キ
ク
栽
培
に
打
ち
込
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
楽
し
い
出
来
事

が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
時
に
は

意
見
が
合
わ
ず
衝
突
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
時
の

経
験
が
今
の
自
分
の
血
と
な
り
肉

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。 

ほ
か
に
は
、
高
松
の
花
屋
さ
ん

か
ら
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
の
授
業

に
来
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
は

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
リ

ボ
ン
の
結
び
方
や
包
装
の
仕
方
も

学
び
、
花
だ
け
で
は
な
く
「
花
束
」

と
し
て
の
作
り
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
や
は
り
こ
の
農
大
に

来
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。    

山
種
易
（
や
ま
た
ね
え
き
）
産
業

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

倉
山 

建
造
さ
ん 

（
高
松
市
牟
礼
町) 

             

卒論発表会 

卒卒

論論

発発

表表

会会  

活活

躍躍

すす

るる

卒卒

業業

生生  

同同

窓窓

会会

だだ

よよ

りり  
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私
は
昭
和
六
三
年
度
に
農
業
大

学
校
の
畜
産
コ
ー
ス
に
入
学
し
ま

し
た
。
二
年
生
の
専
攻
実
習
で
は

畜
産
試
験
場
酪
農
肉
牛
担
当
に
お

世
話
に
な
り
、
当
時
は
ま
だ
若
か

っ
た
研
究
員
と
管
理
員
の
皆
さ
ん

か
ら
優
し
く
も
厳
し
い
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
本
当
に
先
輩
と
後
輩

の
よ
う
な
間
柄
と
な
り
、
今
で
も

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

そ
の
後
は
、
一
年
ほ
ど
兵
庫
県

の
著
名
な
肉
牛
農
家
に
出
向
き
、

本
格
的
に
実
践
的
な
和
牛
の
繁
殖

か
ら
肥
育
ま
で
の
飼
養
技
術
を
学

ん
で
就
農
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
父

親
が
種
雄
牛
を
飼
育
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
優
秀
な
資
質
の
子
牛

生
産
と
育
成
に
始
ま
り
、
肥
育
販

売
ま
で
を
手
掛
け
る
一
貫
経
営
を

目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
日
々
努
力

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
平
成
二
五
年
七
月
に

「
山
種
易
（
や
ま
た
ね
え
き
）
産

業
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、
現
在

で
は
、
和
牛
繁
殖
母
体
二
六
○
頭

と
交
雑
種
繁
殖
母
体
一
二
○
頭
、

肉
用
素
牛
四
〇
〇
頭
を
飼
育
し
て

い
ま
す
。
近
年
は
規
模
拡
大
を
図

る
た
め
、
受
精
卵
移
植
技
術
へ
の

取
り
組
み
に
加
え
、
大
学
生
の
職

場
体
験
や
海
外
技
能
実
習
生
の
受

入
れ
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

香
川
県
の
オ
リ
ー
ブ
牛
生
産
に

お
い
て
も
、
子
牛
誕
生
か
ら
肥
育

牛
出
荷
ま
で
に
、
肉
牛
た
ち
の
一

生
を
見
届
け
る
こ
と
が
私
の
責
任

だ
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に

お
い
し
い
牛
肉
を
安
定
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
全

力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

                                    

 

こ
の
度
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ハ 

ウ
ス
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

近
年
、
県
内
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

栽
培
面
積
が
増
加
す
る
中
、
研
修

科
の
研
修
生
の
中
に
も
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
栽
培
の
実
習
を
希
望
す
る
声

が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

待
望
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
ハ
ウ
ス
の

建
設
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
ハ
ウ
ス
は
、
令
和
二
年
八

月
に
農
業
大
学
校
で
行
わ
れ
た
、

農
業
生
産
流
通
課
主
催
の
「
農
業

用
ハ
ウ
ス
自
力
施
行
研
修
」
の
受

講
生
の
手
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
後
、
研
修
科
の
農
作
業
実
習

の
中
で
土
入
れ
や
畝
立
て
を
行
い
、

 

今
春
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
定
植
に

至
っ
た
も
の
で
す
。
品
種
は
、
県

育
成
品
種
の
「
さ
ぬ
き
の
め
ざ
め
」

を
定
植
し
て
い
ま
す
。 

 

土
入
れ
作
業
な
ど
重
労
働
が
多

く
、
完
成
ま
で
は
大
変
な
道
の
り

で
し
た
が
、
実
践
的
な
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
栽
培
の
実
習
が
で
き
る
と
研

修
生
の
期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。 

  

農
業
大
学
校
で
は
、
農
耕
車
限

定
の
大
型
特
殊
免
許
等
の
技
能
講

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
法
規
制

の
緩
和
に
よ
り
受
講
申
し
込
み
が

激
増
し
、
昨
年
度
か
ら
開
催
回
数
、

受
入
人
数
を
増
や
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
、
補
助
事
業
を
活

用
し
、
導
入
後
年
数
を
経
過
し
て

い
た
ト
ラ
ク
タ
ー
を
更
新
し
て
二

台
新
た
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

導
入
し
た
機
種
は
、
現
場
で
導

入
が
進
ん
で
い
る
Ａ
Ｔ
（
ノ
ー
ク

ラ
ッ
チ
）
仕
様
で
、
天
候
に
影
響

さ
れ
な
い
キ
ャ
ビ
ン
車
と
し
た
こ

と
で
、
受
講
者
か
ら
の
評
判
も

上
々
で
す
。
今
後
も
、
導
入
し
た

ト
ラ
ク
タ
ー
を
有
効
に
活
用
し
て
、

農
業
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
研
修
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

              

技技
術術
研研
修修
科科
トト
ピピ
ッッ
クク
スス  

待
望
の 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
ハ
ウ
ス
の
建
設 

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
二
台
の
導
入 

新たに導入したトラクターでの大特教習 
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三
木 
紳
太
郎
さ
ん
（
丸
亀
市
） 

            

私
は
平
成
三
〇
年
度
就
農
実
践

研
修
野
菜
コ
ー
ス
で
一
年
間
研
修

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

実
家
は
農
家
で
は
な
く
、
全
く

の
素
人
で
入
学
し
、
畝
の
作
り
方

も
わ
か
ら
な
い
私
に
丁
寧
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
、
農
業
の
基
礎
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

令
和
元
年
に
就
農
し
、
出
荷
先

と
し
て
は
、
実
践
研
修
の
農
家
研

修
で
お
世
話
に
な
っ
た
「
讃
岐
富

士
農
産
」
の
高
橋
光
男
氏
を
通
じ

て
様
々
な
市
場
や
食
品
加
工
業
者

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
出
会
っ
た
農
家
の

方
々
と
共
同
作
業
や
情
報
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
夏
場
は
ナ
ス
、
冬

場
は
加
工
用
ほ
う
れ
ん
草
を
メ
イ

ン
に
、
ニ
ン
ジ
ン
や
サ
ツ
マ
イ
モ

な
ど
の
根
菜
類
に
も
挑
戦
し
な
が

ら
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

就
農
実
践
研
修
か
ら
繋
が
っ
た

方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら

こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

 

 

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し
ま
し
て

は
、
農
産
物
へ
の
探
求
心
を
忘
れ

ず
、
栽
培
技
術
の
向
上
を
は
か
り

な
が
ら
、
農
業
を
通
じ
て
繋
が
っ

た
出
会
い
を
大
切
に
し
、
日
々
精

進
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

    

開
催
日
は
、
八
月
一
日
（
日
）
、

八
月
二
九
日
（
日
）
の
二
日
間
で
、

の
べ
四
回
開
催
し
ま
す
。 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
の
部
九

時
三
〇
分
～
一
一
時
三
〇
分
と
、

午
後
の
部
一
三
時
三
〇
～
一
五
時

三
〇
分
で
す
。 

学
校
説
明
、
学
校
施
設
案
内
、

個
別
相
談
を
含
め
た
わ
か
り
や
す

い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

来
校
者
に
は
、
農
業
大
学
校
で

生
産
さ
れ
た
季
節
の
花
き
や
果
実

な
ど
を
進
呈
し
ま
す
。
開
催
日
の

二
日
前
ま
で
に
本
校
の
教
務
課
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

  

推
薦
入
学
試
験 

・
願
書
受
付
期
間 

九
月
一
六
日
～
九
月
二
九
日 

・
試
験
日 

一
〇
月
七
日 

一
般
（
前
期
）
入
学
試
験 

・
願
書
受
付
期
間 

一
一
月
三
〇
日
～
一
二
月
一
三
日 

・
試
験
日 

令
和
四
年
一
月
六
日 

一
般
（
後
期
）
入
学
試
験 

・
願
書
受
付
期
間 

令
和
四
年
二
月
一
日
～
二
月
七
日 

・
試
験
日 

二
月
一
五
日 

※
詳
細
は
本
校
教
務
課
ま
で
。 

   

校 

長 
 

 

仲
本
孝
幸 

副
校
長 

 
 

森
末
民
子 

総
務
研
修
課
長
穴
澤
孝
雄 

（
庶
務
・
経
理
担
当
） 

副
主
幹 

 
 

三
原
真
由
美 

主
任 

 
 

 

内
藤
哲
士 

主
任 

 
 

 

前
田
幸
男 

主
任
主
事 

 
宮
下
千
晶 

（
研
修
担
当
） 

教
授 

 
 

 

川
上 
清 

教
授 

 
 

 

黒
川
領
太 

教
授 

 
 

 

宮
武
浩
一 

准
教
授 

 
 

中
尾
俊
彦 

准
教
授 

 
 

山
田
浩
三 

教
務
課
長(

兼)

森
末
民
子 

（
学
務
・
農
場
担
当
） 

教
授 

 
 

 

谷
澤
敬
久 

准
教
授 

 
 

神
余
暢
一 

農
場
管
理
員 

内
野
々
一
枝 

松
木
広
一
郎 

井
澤
信
也 

石
井
隆
明 

（
野
菜
園
芸
コ
ー
ス
） 

教
授 

 
 

 

渡
辺
二
朗 

技
師 

 
 

 

津
田
遼
平 

教
授 

 
 

 

久
保
昌
弘 

教
育
助
手 

 

惠
比
須
天
音 

（
花
き
園
芸
コ
ー
ス
） 

教
授 

 
 

 

大
原
一
能 

教
授 

 
 

 

今
出
來
光
志 

教
育
助
手 

 

上
原
光
月 

（
果
樹
園
芸
コ
ー
ス
） 

教
授 

 
 

 

氏
家
英
樹 

准
教
授 

 
 

大
谷 

衛 

教
育
助
手 

 

髙
尾
耕
大 

（
造
園
緑
化
コ
ー
ス
） 

教
授 

 
 

 

大
原
一
能 

教
授 

 
 

 

糸
瀬
俊
幸 

教
育
助
手 

 

野
崎
将
希 

（
畜
産
コ
ー
ス
） 

教
授 

 
 

 

齊
藤
武
司 

頑頑

張張

るる

修修

了了

生生  

学学  
生生  

募募  

集集  

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

農農
業業
大大
学学
校校
教教
職職
員員
名名
簿簿

入 

学 

試 

験 


